
11/19（金）過労死等防止対策推進シンポジウムのお知らせ
近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の労働問題によって多くの方の尊い命や心身の健康が損なわれ深刻な社会問題となっています。
本シンポジウムでは有識者や過労死をされた方のご遺族にもご登壇をいただき、過労死等の現状や課題、防止対策について探ります。

【プログラム】
14:00　●開会挨拶

14:10　●埼玉労働局からの現状報告

14:30　●事例発表　株式会社キットセイコー

14:50　●過労死を考える家族の会　体験談

15:20　●休憩

15:30　●基調講演
「パワハラの科学：パワハラはなぜ起こるのか、どう対策を進めれば良いのか」
津野香奈美氏
（神奈川県立保健福祉大学大学院　ヘルスイノベーション研究科　准教授）

16:30　●閉会挨拶

 

◆日時
２０２１年１１月１９日（金）１４時～１６時３０分（受付１３時～）

◆会場
ソニックシティビル棟４階市民ホール←クリックすると地図が出ます。

◆参加費
無料・事前申込必要（新型コロナウィルス感染症の影響により事前申し込みが必要です）
※お申し込みはＷｅｂまたはＦＡＸ（ＦＡＸ番号：０３－６２６４－６４４５）でお願いします。
※参加申込書(PDF)はこちらです。
参加証を発行いたしますので、当日、受付までお持ちください。
定員超過の場合は、電話またはメールでご連絡をいたします。
連絡先はTELかE-mailのどちらか必ずご記入ください。

◆主催

https://saitamasogo.jp/archives/88375
https://www.kuhs.ac.jp/department/professors/detail.html?id=125
https://www.sonic-city.or.jp/?page_id=178
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScqikrKNH9Q0BRnFjTeFjcB6uGCox0VSNbJZLHYGggS7ARkpw/viewform
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2021/11/saitamamousikomi.pdf


厚生労働省

◆後援
埼玉県、埼玉弁護士会

◆協力
過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議、埼玉産業保健総合支援センター、埼玉県
経営者協会、連合埼玉、埼労連

◆お問い合わせ
厚生労働省シンポジウム事業受託事業者　（株）プロセスユニーク
専用フリーダイヤル　０１２０－５６２－５５２

 

「目の前に誰かいてほしい」（弁護士　竹内　和正）
先週、一般社団法人日本消費者協会からの依頼を受けて、消費生活相談員の方や行政職員の方を対象に、研修講座の講師を担当してきまし
た。
会場で参加された数十名の方以外に、全国各地から100名程度の方がオンラインで受講されたそうです。
僕が講義をする様子が撮影され、そのままライブ配信されていたようですが、講師を担当していると、オンラインで聞いてくれている方で
はなく、どうしても実際に会場が聞いてくれている方の反応が気になり、その様子に応じて内容を調整していくことになります。
コロナ禍によって、このようなオンライン形式の会議や講義が盛んに行われるようになり、今後も間違いなく増えていくとは思いますが、
顔の見えない誰かに対して話をすることは大変です。話している内容が理解されているか、ニーズに対応できているか図れないところがあ
ります。慣れていかなければならない部分とは思いますが、話をするのであれば、やはり目の前に誰かがいてほしいなと思います。

弁護士　竹内　和正

https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/page_saitama.html
https://www.pref.saitama.lg.jp/
https://www.saiben.or.jp/
https://saitamasogo.jp/archives/88350
https://jca-home.jp/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B6%88%E8%B2%BB%E7%94%9F%E6%B4%BB%E5%B0%82%E9%96%80%E7%9B%B8%E8%AB%87%E5%93%A1
https://saitamasogo.jp/takeuchikazumasa


11/27【公正な税制を求める市民連絡会設立６周年集会】
コロナ禍で拡大する格差・貧困を是正する税財政の実現に向けて
―新自由主義へのグローバル＆ローカルからの対抗―

【公正な税制を求める市民連絡会設立６周年集会】
コロナ禍で拡大する格差・貧困を是正する税財政の実現に向けて

―新自由主義へのグローバル＆ローカルからの対抗―

 新自由主義が、国境を越え、地方自治を越えて、世界を覆っています。

国際的には、グローバル化とデジタル化の進展と相まって、「所得税のフラット化」「法人税率の引き下げ」「タックス・ヘイブンの利用
による租税回避」が進み、所得と富が国家による課税の手を逃れ、格差がますます広がっています。

国内では、民営化、大企業・富裕層の減税、社会保障の削減が推し進められ、地方でも、経済効率性が優先され「選択と集中」によって行
政投資や経済機能は都市部に集中し、自治体の公共サービスの産業化や民間委託が進められ、地域の衰退が加速しています。

このように、新自由主義が世界を席巻し、格差と貧困が深刻化している時代に、新型コロナウィルス・パンデミックが社会を襲いました。
非正規労働者、女性、学生などがまっ先に困窮し、日本の社会保障の脆弱性が一層浮き彫りになるとともに、社会的危機で拡大した巨額の
財政赤字にどう対応するのかという問題が突きつけられています。そして、パンデミックは、国境を越えてグローバルに拡大し、人口の多
い都市部に集中し、インバウンド需要に依存していた地域経済に大打撃を与えるなど、グローバリゼーションを見直し、ローカルに、地域
の中で、資源や資本を分配し、経済を充実させることの重要性を問いかけていると思います。

時代の転換点ともいえる今、設立６周年集会にあたり、諸富徹京都大学教授、関良基拓殖大学教授のお二人をお招きして、新自由主義への
対抗軸をグローバル＆ローカルな視点で考え、富を再分配し、豊かな持続可能な社会へと舵を切るための税制、財政のあり方を考えます。
ぜひ、ご参加ください。

■日時：２０２１年１１月２７日（土）
　　　１２時４０分～１２時５５分　会員総会
　　　１３時～１６時３０分（最大１７時まで）　シンポジウム

■場所：主婦会館　プラザエフ３階

■形式：リアル会場＋オンライン(Zoomウェビナー)のハイブリッド方式

■定員：リアル：３０名（先着順）　　オンライン：定員なし

■申込：下記、ＵＲＬからお申し込みください。

https://saitamasogo.jp/archives/88353
https://saitamasogo.jp/archives/88353
https://saitamasogo.jp/archives/88353


https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_owWwLQTdRbiiA46_V8
EIsQ

 

 

 

 

■参加費用
カンパにご協力いただけると幸いです（1口１０００円）。
（振込先）
ゆうちょ銀行　公正な税制を求める市民連絡会（コウセイ　ナゼイセイヲモトメルシミンレンラクカイ）
◎　ゆうちょ銀行から振込：10160-446381
◎ 　他行から振込：ゼロイチハチ（018）支店　普通預金口座　0044638
（リアル参加の方：会場にてカンパをお受けします。）

【プログラム】

１　開会挨拶
　　宇都宮健児（公正な税制を求める市民連絡会共同代表）

２　コロナ禍の現場からの報告
⑴　コロナ駆けつけ支援の現場から　藤田和恵（ジャーナリスト）
⑵　コロナが炙り出した女性の貧困　竹信三恵子（和光大学名誉教授、ジャーナリスト）
⑶　医療の脆弱性について　工藤光輝（保険医団体連合会事務局次長）

３　基調講演
　　「コロナ禍で拡大する格差・貧困を是正する税財政の実現に向けて
　　　―新自由主義へのグローバルとローカルからの対抗―」
　　　諸富　徹（京都大学大学院経済学研究科／地球環境学堂教授）

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_owWwLQTdRbiiA46_V8EIsQ
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_owWwLQTdRbiiA46_V8EIsQ
https://hodanren.doc-net.or.jp/
https://www.econ.kyoto-u.ac.jp/faculty-members/professor/morotomitoru/


４　パネルディスカッション

（パネリスト）
　関　良基（拓殖大学政経学部教授）
　宇都宮健児（公正な税制を求める市民連絡会共同代表）
　合田　寛（同会幹事）

（コーディネーター）
　猪股　正（同会事務局長）

 

【主催】公正な税制を求める市民連絡会
　問い合わせ先
　〒 330-0064　さいたま市浦和区岸町７－１２－１
　　　東和ビル４階 埼玉総合法律事務所  弁護士 猪 股 正
　　　電話048（862）0355　FAX048（866）0425

「静岡出張」（弁護士　谷川　生子）
裁判手続もリモートが増えましたが、先日、沼津の裁判所に行きました。

期日が終わり、狩野川（かのがわ）を渡って駅に戻る途中、地元のお菓子でも買おうかと駅前商店街をのぞいてみました。
頑張っている店もありましたが、シャッターが目立ち、目当ての店も臨時休業でした。

コロナの感染者数は減っていますが、賑わう日々は戻ってくるでしょうか。

次回、またお菓子屋さんをのぞいてみようと思います。

弁護士　谷川　生子

 

https://fpse.takushoku-u.ac.jp/seminars/details/yseki.html
https://utsunomiyakenji.jp/
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
http://tax-justice.com/
https://saitamasogo.jp/archives/88345
https://www.mlit.go.jp/river/toukei_chousa/kasen/jiten/nihon_kawa/0501_kanogawa/0501_kanogawa_00.html
https://saitamasogo.jp/tanikawaseiko


【シンポジウム開催告知】2021年11月28日（日）“復興
の人間科学 2021”『福島原発事故10年の経験から学ぶ』～
当時小学生だった若者達との対話から～

https://saitamasogo.jp/archives/88336
https://saitamasogo.jp/archives/88336
https://saitamasogo.jp/archives/88336


日時：2021年11月28日（日）10時～18時
（無料・入場自由）

http://431279.com/wp-content/uploads/2021/10/20211128.pdf


場所：早稲田大学大隈記念講堂（地下1階）小講堂
Zoom同時開催：zoom参加の場合ネット申し込み制　（こちらのページよりお申し込みいただけます）

原発事故による避難生活という過酷な人生体験を小学生の時期に経験した被災者は、今年で17歳〜22歳となります。

現在大学生となった被災当事者は、あの震災をどう受けとめ，またこの10年間をどのような社会経済状況におかれ、どのような心理状態
で、どのように思考を重ね、どのように生き抜いてきたのでしょうか。

本シンポジウムにおいて、心身医学・精神医学（辻内・熊野）、医療人類学（金・辻内）、発達心理学・児童福祉学（平田）、発達行動学
（根ケ山）、臨床心理学（桂川・金）、教育心理学（桂川）、社会心理学（日高）、環境心理学（小島）、社会福祉学（多賀・増田・岩垣・
猪股）、地域福祉学（増田）、精神保健福祉学（岩垣）、公衆衛生学（扇原・日高・岩垣）、社会学（多賀・辻内）、文化人類学（金・辻
内）、法学・政治学（猪股）といったトランス・サイエンス（学際的・学融的）の観点から、未来を担う若者達の語りを傾聴し、対話を重
ねていくことに意義があります。

本チームがこれまで10年間に行ってきたシンポジウムでは、「今被災者にとって何が問題なのか？被災者をいかに支援すべきか？」とい
うテーマを中心に、被災当事者の方たちと専門家が対等な位置関係で互いに学び合う機会を作ってきました。中でも、本シンポジウムの特
記すべき点は、震災当時小学生であった若者の経験と考えから学ぼうとする新しい取り組みにあります。

スケジュール
［ご挨拶］　10：00〜10：10

扇原 淳 （早稲田大学教授・人間総合研究センター所長）
平田 修三　（ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ実行委員長，仙台青葉学院短期大学講師）

［第１部．被災当事者学生による講演］　10：10〜13：00

被災当事者学生５名（双葉町・福島市・郡山市・いわき市出身）による講演：「原発事故10年の経験/いま考えること」1.
早稲田大学人間科学部学生による発表：「被災当事者学生へのインタビューを通して学んだこと」2.
研究者５名によるコメント　（臨床心理学・社会心理学・建築環境心理学・行動医学・社会福祉学の立場から）3.

［第２部．基調講演］　14：00〜15：00
『現在大学生になる被災当事者との対話から私たちは何が学べるか』

金菱 清（関西学院大学社会学部教授、災害社会学・環境社会学）

［第３部．パネルディスカッション］　15：10〜16：40
被災当事者学生５名と金菱清・萩原裕子とのクロストーク

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfEXTYJD1yNuqfQREti44Y4wVQ37liejlvrx-J33SQwrcWLlQ/viewform


原発事故10年の経験の意味・意義を考える1.
ポスト3.11・ポストコロナの日本・国際社会のあり方を考える2.
若者達による提言3.

［第４部．講演］　16：50〜17：30
『被災当事者の語りに耳を傾け学ぶことの意義』

萩原 裕子（震災支援ネットワーク埼玉SSN・心理相談チーム代表）

［第５部．シンポジウムのまとめ］　17：30〜18：00

根ケ山 光一 （早稲田大学名誉教授，発達行動学）
猪股 正　（震災支援ネットワーク埼玉SSN代表，弁護士）
辻内 琢也 （ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ大会長，早稲田大学教授，
早稲田大学災害復興医療人類学研究所所長）

◆主催：早稲田大学人間総合研究センター

◆共催：震災支援ネットワーク埼玉（ＳＳＮ），早稲田大学災害復興医療人類学研究所（WIMA）
科研費基盤研究（B）：原発事故被災者の移住・帰還・避難継続における新たな居住福祉に関する人間科学的研究

zoom参加のお申し込み
こちらのページよりお申し込みください。

「ウインドインハーヘア」（弁護士　伊須　慎一郎）
ノーザンホースパークに行きました。
厩舎（きゅうしゃ）の名札を見ていると、唯一、サラブレッドが
入厩（にゅうきゅう）していたので、名前を見ました。

「ウインドインハーヘア」

https://www.tokyo-np.co.jp/article/90375
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://431279.com/
http://www.waseda.jp/prj-wima/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfEXTYJD1yNuqfQREti44Y4wVQ37liejlvrx-J33SQwrcWLlQ/viewform
https://saitamasogo.jp/archives/88329
https://www.northern-horsepark.jp/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8E%A9%E8%88%8E
https://s-words.net/w/%E5%85%A5%E5%8E%A9.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A6%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%8F%E3%83%BC%E3%83%98%E3%82%A2


ん？　何か聞いたことある名前ですね。
ん？　ディープインパクトのお母さん？
そうです。ディープインパクトのお母さんです。
齢３０歳。おばあちゃんがなので、
口をモゴモゴとさせていましたが、
紛れもないディープインパクトのお母さん。

こんにちは。あなた、ここで暮らしているんですね。
あなた、すごい子を産んだんだよ。
凱旋門賞は、ちょっと駄目だったけど、と声をかけると、
お母さんは、ブルブルっと鼻を鳴らして抗議しました。

お母さん、元気でね。

弁護士　伊須　慎一郎

10/31（日）9:45～コロナ禍と税財政シンポ・コロナ禍
で拡大する格差・貧困問題に立ち向かう！（On-line有）

コロナ禍で拡大する格差・貧困問題に立ち向かう！
～ 市民の立場から税制・財政を考える ～

　コロナ禍で拡大した巨額の財政赤字。これまで以上に強まる社会保障削減圧力。
大企業や富裕層への増税で財源を確保しつつ格差・貧困に立ち向かう「バイデン政権の中長期戦略」を参考に、危機をチャンスに変える方
策を考えます。

【日時】2021年10月31日（日）9時45分～12時
【方法】On-lineと会場参加のハイブリッド方式
【プログラム】
1　コロナ禍があらためて炙り出した貧困－現場からの報告
雨宮処凛（作家、市民活動家）
藤田和恵（ジャーナリスト）
村田くるみ（高等教育無償化プロジェクトFREE）

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%BC%E3%83%97%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E3%83%88_(%E7%AB%B6%E8%B5%B0%E9%A6%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%87%E3%82%A3%E3%83%BC%E3%83%97%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E3%83%88_(%E7%AB%B6%E8%B5%B0%E9%A6%AC)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%87%B1%E6%97%8B%E9%96%80%E8%B3%9E
https://saitamasogo.jp/isushinichiro
https://saitamasogo.jp/archives/88309
https://saitamasogo.jp/archives/88309
https://www.free20180913.com/


2　バイデン政権の税制改革プランについて－報告とパネルディスカッション
コーディネーター： 竹信三恵子（ジャーナリスト、和光大学名誉教授）
基調報告：吉弘憲介
パネルディスカッション
（パネリスト）
　吉弘憲介（桃山学院大学准教授）
宇都宮健児（弁護士）
合田 寛（政治経済研究所理事）
【参加方法】
事前申込必要
本シンポジウムは、10／30～31に開催される全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会in大阪の分科会として開催されます。
基調講演の内容、お申込方法等は、こちらをご覧ください（期限の表示がありますが、まだ、大丈夫です。）。
https://pro.form-mailer.jp/lp/0d1ee58f203110

【主催等】
全国クレサラ・生活再建問題対策協議会、全国クレサラ生活再建問題被害者連絡協議会
第40回全国クレサラ・生活再建問題被害者交流集会実行委員会
（協力）公正な税制を求める市民連絡会

（文責：弁護士　猪股　正）

10/14（木）日弁連人権大会「人口減少社会を乗り越える地
域再生の社会保障～地域で安心して暮らすために～」
　日弁連が10月14日、人権大会を開催します。
　当事務所の弁護士猪股正が、シンポジウム第３分科会の事務局長を担当しております。
　無料で視聴できますので、是非、ご参加ください。

　日弁連ホームページは、こちら

　貧困・格差が拡大する社会情勢の中で、地方がますます衰退し、自治体が公共サービスを担うのが困難になっている状況や、人口が減少
し低密度化する地域の効率的な運営のため公共施設等の機能を地域の中心部に集中させる政策等を進める動きには、地域における生存権保
障や憲法が保障する地方自治制度の根幹に関わる重大な問題があります。

https://www.andrew.ac.jp/researchers/c5o8gl00000005sv.html
https://bit.ly/39AFHn8
https://pro.form-mailer.jp/lp/0d1ee58f203110
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://saitamasogo.jp/archives/88318
https://saitamasogo.jp/archives/88318
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2021/211014.html


　本シンポジウムにおいては、公共サービスの提供機能が低下する地方自治体の現状、地域における社会保障の危機に目を向け、その要因
を考えます。その上で、多様な地域の個性を活かし地域を再生していく各地の様々な取組等を参考にしつつ、住民の生存権を保障し、憲法
の趣旨に適った地方自治を実現するにはどうすればよいのか、コロナ禍を乗り越え、危機に強く、誰もが地域で安心して暮らすことができ
る社会を地域から構築する方策等について、皆様と共に考えたいと思います。

コロナ禍のためオンライン開催となりますが、多くの皆様のご参加をお待ちしております。

【日時】２０２１年１０月１４日（木）　１２時３０分～１８時００分
【内容】
　▶　基調講演
　　　「人口減少時代の自治体政策」
　　　　中山　徹氏（奈良女子大学大学院人間文化総合科学研究科教授）
　▶　第１部　特別報告・日弁連基調報告
　　　特別報告１　橘田亜由美氏（医師。東大阪生協病院院長）
　　　特別報告２　藍野美佳氏（元広島県竹原市婦人相談員）
　　　特別報告３　平澤文江氏（旧静岡県磐田郡水窪町・現浜松市、NPO法人まちづくりネットワークWILL理事長）
　　　特別報告４　濱中香理氏（島根県隠岐郡海士町役場人づくり特命担当課長）
　　　特別報告５　吉川真嗣氏（新潟県村上市。むらかみ町屋再生プロジェクト会長）
　▶　第２部　パネルディスカッション
　　（パネリスト）
　　　伊藤周平氏（鹿児島大学法文学部教授）
　　　上山隆浩氏（西粟倉村役場地方創生特任参事）
　　　岡田知弘氏（京都橘大学経済学部教授・京都大学名誉教授）
　　　高端正幸氏（埼玉大学人文社会科学研究科准教授）
　　　山﨑晴恵氏（兵庫県宝塚市長）

　　　視聴用URL
https://www.youtube.com/channel/UC9GylTffkHWuPcIxtkExsVg
バーコードはこちら

お問い合わせ先 日本弁護士連合会　人権部人権第一課
ＴＥＬ：０３－３５８０－９５０１

https://www.youtube.com/channel/UC9GylTffkHWuPcIxtkExsVg


チラシのダウンロード⇒こちら

【コラム】人生を左右しうる資格（弁護士鈴木　満）
弁護士として携わらせていただく事件の中には、依頼者の方の人生に関わる事件が多いですが、外国人の在留資格に関する事件も、そのよ
うな事件の１つです。

在留資格とは、外国人が日本に適法に滞在するために必要な資格です。在留資格がないことで、夫婦や親子が別々の国に引き裂かれてしま
い、時には、二度と日本で一緒に生活することはできなくなるなど、在留資格を得られないことは、大きな不利益を生じさせることがあり
ます。

私が携わった事件の中には、在留資格の取得・変更が困難と思われても、在留資格を得ることができたものもありますが、達成感よりも、
本当に良かった、という安堵感の方が強かったです。

在留資格には、複数の種類があり、それぞれについて取得・更新・変更するための要件が決まっています。
在留資格に関する申請は、出入国在留管理庁などの行政側に行うのですが、抽象的な要件があったりして、要件を満たすかどうかの判断に
は、行政側に広い裁量があります。行政側の判断を裁判で争った結果、在留資格が得られる場合もあります。

在留資格は、外国人の人生に大きな影響を与えうるものであるため、要件を具体化するなど、行政側の判断が恣意的なものにならないよう
にすべきです。

先日、廃案となった、出入国管理及び難民認定法、いわゆる、入管法の改正案は改悪であるとして多くの反対がありましたが、外国人の人
権救済につながる意味での見直しは、行われていくべきだと思います。

弁護士　鈴木満

（事務所ニュース・2021年夏号掲載）

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2021/10/211014_dai3_bunkakai_chirashi.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/88211
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%87%BA%E5%85%A5%E5%9B%BD%E7%AE%A1%E7%90%86%E5%8F%8A%E3%81%B3%E9%9B%A3%E6%B0%91%E8%AA%8D%E5%AE%9A%E6%B3%95
https://saitamasogo.jp/suzukimitsuru


【コラム】離婚事件（弁護士南木　ゆう）
弁護士になって様々な事件に携わらせて頂いていますが、私が女性だということもあり、女性側からの離婚事件をご依頼頂くことが多いで
す。

社会に目を向けると、教育の場面で、入学試験に男女の合格点の差が設けられていたり、婚姻においては、夫婦同姓を強制している日本の
法制度の問題、育児においては、母親に偏重する日本の育児習慣や育休制度の男女差別の問題など、社会のあらゆる局面で放置され続けて
きた男女不平等の問題が山積しています。
今は、結婚後も仕事を続ける女性がほとんどですが、出産を機に退職をする、あるいは子育てのために時短勤務にしたり、負担の軽い仕事
に転職するという女性は少なくありません。このような場合、女性側は簡単に離婚を決断することができません。自身に経済力がないこと
から、配偶者から酷い扱いを受けたとしても耐え続けるしかないと思ってしまうのです。

彼女たちは、毎日家族のために必死に家庭内で働いています。しかし、そんなことは当然だと言わんばかりの夫の態度。このような人に、
いざ離婚を突きつけると「寝耳に水だ。」とか「家事をろくにやっていなかったくせに。」等と言ってきたりします。
離婚事件が解決したときに、最初思い詰めて相談にいらしたときと見違えるような晴れやかな表情をしている彼女たちの顔を見ると、私も
何より励みになります。今後も微力ながら、家庭内の不平等で苦しんでいる女性が少しでも救われるように積極的に離婚事件に取り組んで
参ります。

弁護士　南木ゆう

（事務所ニュース・2021年夏号掲載）

https://saitamasogo.jp/archives/88209
https://saitamasogo.jp/minakiyu

